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佐藤 和宏

公益社団法人

第25回
世界禁煙デー・宮城フォーラム
～禁煙宣言はオール宮城で！～

2019年5月26日（日）

「宮城県医師会における禁煙推進活動」

藤崎事務館

～宮城県医師会禁煙宣言～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
宮城県医師会長の佐藤でございます。それでは宮城県医師会における禁煙推進活動についてお話させていただきます。宮城県医師会では、昨年7月に禁煙宣言をいたしました。本日、皆様に配らせていただきました禁煙宣言P Rうちわにも印刷させていただいています。
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公益社団法人 宮城県医師会

宮城県医師会は
県民の健康を守るため
県民皆様をはじめ
行政や関係諸団体と連携協力し
保健・医療・福祉の向上に努めております。

宮城県医師会禁煙啓発ポスター

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公益社団法人宮城県医師会は、県民の健康を守る為、県民皆様をはじめ、行政や関係諸団体と連携協力し、保健・医療・福祉の向上に努めております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、宮城県医師会健康センターのホームページです。禁煙外来のご案内が、このように見ることが出来ます。禁煙外来の予約を受け付け、禁煙したい方のサポートをしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このようにたばこの害や禁煙の効果なども掲載しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
禁煙補助薬についても、詳しくわかりやすく説明しております。
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平成30年2月24日午後3時
宮城県医師会館

「受動喫煙をめぐる最近の話題」
～新型タバコ問題も含めて～

東北大学 環境・安全推進センター
大学院医学系研究科産業医学分野
統括産業医・教授 黒澤 一 先生

宮城県医師会環境保健研修会
～加熱式タバコに関する研修会を開催～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
宮城県医師会には環境保健委員会がございまして、最近急速に広まってきている加熱式たばこについても、昨年2月に研修会を開催いたしました。「受動喫煙をめぐる最近の話題」～新型タバコ問題も含めて～と題しまして、本日のシンポジストでもいらっしゃる東北大学の黒澤一先生に講師をお願いし、皆で勉強をいたしました。
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かかりつけ医研修会

「禁煙指導」

～かかりつけ医に不可欠な禁煙に関する知識～

公益社団法人 日本医師会
常任理事 羽鳥 裕 先生

9つの研修項目の1つに禁煙指導が入っている！

日本医師会テレビ会議システムを通じ中継動画配信
宮城県医師会館にて会員が受講

平成30年8月26日
日本医師会館
宮城県医師会館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本医師会では、かかりつけ医のための研修会を開催しています。テレビ会議システムを通じ、中継動画配信し宮城県医師会館にて会員が受講することができます。昨年8月開催されたこの研修会の九つの研修項目のひとつとして、「禁煙指導」～かかりつけ医に不可欠な禁煙に関する知識～、の項目があります。かかりつけ医として、健康増進・予防医学の重要性からもあらゆる生活習慣病の予防として禁煙指導が不可欠であるとの事からです。
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第2次みやぎ21健康プラン

3つの課題

1.食塩摂取量が多い

2.歩数が少ない

3.喫煙率が高い

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年4月には第2次みやぎ２１健康プランが策定されましたが、この中で宮城県においては3つの課題が示されました。ひとつは、食塩摂取量が多い。二つ目は歩数が少ない。三つ目は、喫煙率が高い、です。それを受けて、スマートアクションとして、減塩あと3g、歩こうあと15分、目指せ受動喫煙ゼロが目標として掲げられました。
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加熱式タバコはシェアを急速に拡大
加熱式タバコに対する誤った情報

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方で加熱式たばこは、シェアを急速に拡大しています。また、加熱式たばこに対する誤った情報が広まっています。ワンタッチで楽しもうなどの広告が溢れ、国内で一番初めにこの仙台で、限定販売されたりしています。
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タバコの煙は、その有毒成分やニコチンの依存症などを通して、さまざまな病気や障
害を引き起こし、多くの人々を不幸に導いています。寿命を短くし、身体を不自由にさ
せ生活の質を低下させているのです。そしてその治療や介護等による多大な経済的
損失のみならず、社会的にも大切な人を失う等の大きな影響を与えています。
宮城県医師会は、日常の診療や地域の活動の場で、これらのタバコの煙とニコチン

依存症の害を広く啓発します。また、すべての人、特に未来を担う子供たちが受動喫
煙で健康被害をうけないよう、そして、すべての喫煙者が禁煙に取り組めるように働き
かけます。私たち医療関係者は健康を守る職業人として禁煙を率先して実践します。
医学的にも社会的にも一層の取り組みを推進するべく、ここに、宮城県医師会は加

熱式電子タバコを含むすべてのタバコについて禁煙宣言をいたします。

禁 煙 宣 言

公益社団法人 宮城県医師会

平成30年７月１日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような状況を受けて、私達宮城県医師会では、昨年の7月1日に加熱式たばこも含めすべてのたばこに対して禁煙宣言をいたしました。「タバコの煙は、その有毒成分やニコチンの依存症などを通して、さまざまな病気や障害を引き起こし、多くの人々を不幸に導いています。寿命を短くし、身体を不自由にさせ生活の質を低下させているのです。そしてその治療や介護等による多大な経済的損失のみならず、社会的にも大切な人を失う等の大きな影響を与えています。　宮城県医師会は、日常の診療や地域の活動の場で、これらのタバコの煙とニコチン依存症の害を広く啓発します。また、すべての人、特に未来を担う子供たちが受動喫煙で健康被害をうけないよう、そして、すべての喫煙者が禁煙に取り組めるように働きかけます。私たち医療関係者は健康を守る職業人として禁煙を率先して実践します。　医学的にも社会的にも一層の取り組みを推進するべく、ここに、宮城県医師会は加熱式電子タバコを含むすべてのタバコについて禁煙宣言をいたします。 」以上が禁煙宣言の全文です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
禁煙宣言をしたときに、同時に作成した禁煙啓発ポスターです。たばこの害の啓発とたばこの煙のない綺麗な環境作りを目指すものとの2種類を作成いたしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは禁煙宣言PRうちわです。「私の健康と私の大切な人のために」と印刷しています。裏には禁煙宣言の全文を掲載しています。



受動喫煙で起こる病気を防止するためには屋内完全禁煙を進めていくことが必要です。
そのために例外規定や特例を設けることのない受動喫煙防止対策を強化・実践するための

署名活動を日本医師会が日本全国に呼びかけ
宮城県医師会も署名を集めました。
その結果2017年8月には264万人を超える署名が

集まりました。
例外や特例を設けることのない受動喫煙防止対策の

実践に向けて様々な活動を続けています。

受動喫煙防止対策を強化・実現するための署名活動

2017年8月29日

日本医師会横倉義武会長

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは日本医師会のホームページからです。受動喫煙で起こる病気を防止するためには、屋内完全禁煙をすすめることが大事ですそのために例外規定や特例を設けることのない受動喫煙防止対策を強化・実践するための署名活動を、日本医師会が日本全国に呼びかけ、宮城県医師会も署名を集めました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その結果2017年8月には、２６４万人を超える署名が集まりました。これからも例外や特例を設けることのない受動喫煙防止対策の実践に向けて、様々な活動を続けて参ります。



15平成13年5月5日 平成13年11月5日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは日本医師会が待合室に掲示して患者様に知っていただきたい健康に関するニュース、「健康ぷらざ」です。平成13年には、受動喫煙の害について掲載しています。（左側ポスター）こちらは肺癌や、肺気腫（COPD)について説明しています。（右側ポスター）



16平成14年2月20日 平成14年5月20日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がんや呼吸器の病気について触れ、禁煙を呼びかけています。



17平成15年4月5日 平成16年3月20日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成15年には禁煙推進に関する日本医師会宣言、禁煙日医宣言を行っています。また、日本のたばこに関する警告表示が世界と比べて弱いことを指摘しています。



18平成16年9月20日 平成17年1月20日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
子供の成長に悪影響があること、持久力が低下すること、依存性があり、止めることが困難なことなども掲載しています。



19平成19年5月20日 平成30年2月20日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成30年には、電子たばこについても、禁煙成功率が低くなる、むしろ、禁煙の邪魔をするということを伝えています。そして、東京オリンピック・パラリンピックに向けて受動喫煙防止対策が必要と訴えています。



20令和元年5月5日 COPD啓発プロジェクト

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和元年初めての日医ニュースは、「受動喫煙をゼロにしよう」というものでした。こちらは桂歌丸師匠です。慢性閉塞性肺疾患すなわちCOPDの治療を続けながら、病気の啓発活動にご尽力くださいました。COPDと診断を受け在宅酸素療法を開始されましたが、残念ながら2018年に永眠されました。桂歌丸師匠も御協力くださいましたCOPDという病気の啓発活動ですが、COPDプロジェクトとして各学会や日本医師会がチームを組んで取り組んでいます。



禁煙活動の推進

21

東京オリンピック・パラリンピックに向けて、国民にたばこの害を改めて伝え、
受動喫煙防止対策の強化・実現を図ることを目的として、
冊子『あなたのため、そばにいる人のため 禁煙は愛』を制作しました

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、日本医師会が作成した禁煙推進パンフレット「あなたのため、そばにいる人のため　禁煙は愛」です。東京オリンピック・パラリンピックに向けて、国民にたばこの害を改めて伝え、受動喫煙防止対策の強化実現をはかるため、作成されました。本日は会場で改定版を配布させていただいています。ぜひご活用いただけるとうれしく思います。



禁煙活動の推進
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冊子『あなたのため、そばにいる人のため 禁煙は愛』と同じ内容を、ス
マートフォンなどでもご覧頂ける形で、日医ホームページにも掲載しました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本医師会ホームページでスマートフォンでも、同じ内容を見ることが出来ます。



禁煙活動の推進
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未成年者にも受動喫煙防止対策の重要性を知ってもらえるよう、
平成30年度には夏休み期間中（8月8日～19日）、未成年者が多く
集まる東京・渋谷のスクランブル交差点の大型スクリーン４面等を
使って、動画を放映しました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
未成年者にも、受動喫煙防止対策の重要性を知ってもらえるように、平成30年度には夏休み期間中の8月8日から19日、未成年者が多く集まる東京・渋谷のスクランブル交差点の大型スクリーン４面を使って、動画を放映しました。



禁煙活動の推進
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで皆様にこの動画を見ていただきたいと思います。（30秒動画）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これからも禁煙みやぎをはじめとする「タバコ対策ネットワーク・みやぎ・せんだい」の皆様と協力して県民の健康を守るために、禁煙推進活動続けていきたいと思います。ご清聴をありがとうございました。
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